
 

  

慈恩寺の仏像の先進性について講演する淺湫氏 

寒
河
江
さ
く
ら
ん
ぼ
大
学
歴
史
学
部
講
座 

「
時
代
の
先
端
を
行
く
寒
河
江
の
仏
像
」 

 

・文
化
庁
へ 

指
定
具
申
書
提
出 

 

 

 

   

達成 

メーター 

去
る
10
月
17
日
に
、
寒
河
江
さ
く

ら
ん
ぼ
大
学
歴
史
学
部
の
第
３
回
講

座
が
開
か
れ
、
東
京
国
立
博
物
館
の

淺
湫 

毅
（
あ
さ
ぬ
ま
た
け
し
）
氏
か

ら
、
慈
恩
寺
や
平
塩
熊
野
神
社
な
ど

寒
河
江
市
内
に
残
る
仏
像
等
に
つ
い

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
淺
湫

氏
は
、
過
去
に
京
都
国
立
博
物
館
で

行
わ
れ
た
平
塩
熊
野
神
社
所
蔵
・
伝

十
王
坐
像
の
展
示
に
も
携
わ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
慈
恩
寺
や
平
塩
熊
野

神
社
に
残
る
仏
像
等
に
注
目
さ
れ
、

そ
れ
ら
が
時
代
を
先
取
り
す
る
当
時

の
国
内
最
先
端
様
式
の
仏
像
で
あ
っ

た
こ
と
を
研
究
に
よ
り
突
き
止
め
ら

れ
ま
し
た
。
今
年
の
１
月
～
４
月
に

か
け
て
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ

れ
た
『
み
ち
の
く
の
仏
像
』
展
図
録

に
も
「
寒
河
江
の
仏
像
の
先
進
性
」

と
し
て
コ
ラ
ム
を
執
筆
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
。 

・文
化
庁
が 

文
化
審
議
会
へ
諮
問 

  

 

・
文
化
審
議
会
が
文
部

科
学
大
臣
へ
史
跡
指

定
答
申 

・文
部
科
学
大
臣
に
よ
る

国
史
跡
指
定 

（官
報
告
示
） 

・保
存
活
用
計
画
策
定 

・整
備
計
画
策
定 

・整
備
事
業
開
始 

・各
種
調
査
事
業 

・総
合
報
告
書
作
成 

 

慈恩寺～臥龍橋コース 

『新日本歩く道紀行１００選』 認定 

この度、慈恩寺～臥龍橋を巡る道が「歴史と自然

が調和する悠久の道」として標記１００選（選考委

員会 名誉顧問 石原信雄）に認定されました。 

今後、各種メディアでの紹介や、ウォーキングツ

ーリズム企画などでの活用が期待されます。詳細

は、「新日本歩く道紀行１００選」ポータルサイト

をご覧ください。 

（サイト URL http://michi100sen.jp/） 

三
十
三
間
堂
の
仏
像
と
の
比
較
か
ら 

慈
恩
寺
の
仏
像
の
先
進
性
を
確
信 

淺
湫
氏
は
、
慈
恩
寺
の
仏
像
の
先
進

性
に
つ
い
て
、
平
安
後
期
の
作
で
あ
る

釈
迦
如
来
像
（
指
定
名
称
は
阿
弥
陀
如

来
）
、
文
殊
・
普
賢
両
菩
薩
像
、
十
羅

刹
女
像
等
か
ら
な
る
「
釈
迦
三
尊
」
を

例
に
解
説
。
そ
れ
ら
が
、
大
群
像
と
し

て
残
っ
て
い
る
の
は
全
国
で
唯
一
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
各
像
が
写
実
的

で
、
目
が
つ
り
上
が
る
表
情
や
髷
を
高

く
す
る
表
現
な
ど
が
、
後
続
す
る
鎌
倉

時
代
に
流
行
す
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、

全
国
的
に
見
て
も
極
め
て
特
異
な
仏

像
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
淺
湫
氏
が
京
都
国
立
博
物
館

時
代
に
偶
然
借
用
し
た
三
十
三
間
堂

の
千
手
観
音
像
の
内
、
平
安
後
期
制
作

の
一
体
（
４
４
９
号
像
）
が
、
慈
恩
寺

の
釈
迦
如
来
像
と
全
く
同
じ
表
情
を

し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
慈
恩
寺
に

も
都
と
同
じ
く
最
先
端
の
仏
像
が
持

ち
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
確
信
し
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
に
も
慈
恩
寺
に
は
制
作

当
時
最
先
端
の
仏
像
が
残
さ
れ
て
お

り
、
摂
関
家
領
と
し
て
栄
え
た
寒
河
江

荘
の
豊
な
文
化
を
示
す
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
に
参
加
者
は
興
味
深
く
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た 

 慈 恩 寺 の 仏 像 は 当 時 の 最 先 端 ！

【発 行】 
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国重文 阿弥陀（釈迦）如来坐像 

（本山慈恩寺） 

認
定
さ
れ
た
コ
ー
ス 

ま
げ 

http://michi100sen.jp/


  

  

日時／１１月７日（土）午後 1 時～午後 4 時 15 分（開場 12 時） 

会場／山形県生涯学習センター 遊学館ホール  

定員／300 名 入場無料 

申込方法／下記ポータルサイト、FAX（チラシ裏面申込書） 

第 3回慈恩寺講演会 

 「はじめての仏教」

「未来に伝える

山形の宝」 

シンポジウム 

 2015

日時／１１月２２日（日）午後 1 時 30 分～午後 3 時００分 

会場／寒河江市文化センター ２階 中公ホール 

（寒河江市大字西根字石川西 333） 

講師／山形大学人文学部教授 松尾 剛次 氏 

      演題「はじめての仏教」 

※参加申込不要・入場無料 

“地域活性化のカギは 

文 化 財 !!” 

  

「文化財で観光立国」を提

言する、デービッド・アト

キンソン氏（株式会社小西

美術工藝社 代表取締役社

長）をゲストに、文化遺産

を活かした地域活性化につ

いて考えていきます。 

慈恩寺は創建以来、法相宗、

天台宗、真言宗など様々な宗

派が取り入れられ、出羽国の

仏教センターとして繁栄し

てきました。 

「仏教」を知ることで、慈恩

寺の歴史が見えてきます。 

日本仏教史の第 1 人者であ

る山形大学教授の松尾剛次

氏を講師に、仏教についてわ

かりやすく解説していただ

きます。 

復元整備の様子 
（上：門及び土塀、下：石敷道） 

 史跡内において、現在は失われてしまった構造物等を「復元」する

ことができれば、視覚的に史跡の姿を理解することができ、多様な史

跡活用を行えるようになります。ただし、「木の文化」である日本に

おいては、構造物は非常に残りづらく、「復元整備」には慎重な調査

を重ね十分な検証・裏付けが求められます。 

 白山平泉寺旧境内の史跡整備事業においては、それまでの調査で分

かった遺跡の残存状況や史跡内の現状を踏まえ、B ゾーンの南谷エリ

アの一角において、歴史的建造物（坊院屋敷の門及び土塀）と、石垣

等坊院区画や石敷道などの復元を実施しています。もちろん整備にあ

たっては、発掘調査を行い慎重に過去の情報を蓄積していきました。 

 歴史的建造物の復元に関しては、専門家の指導を受けながら発掘調

査を実施し復元原案を策定。その後、国・県の指導や調査整備指導委

員会での協議を経て、最終的に文化庁の２回の審議を受け復元工事に

入っています。坊院区画・石敷道の復元整備では、実際の発掘調査で

実際に検出された遺構をベースに復元しています。 

 平成２０年度に整備計画がスタートし、復元完成は平成２４年度

と、約５年がかりの事業であったようです。 

 

整 備 事 業 ② ― 発掘調査成果に基づく復元整備 ― 

慈恩寺 Times  寒河江市ホームページ上に「慈恩寺 Times」バックナンバーを掲載中！ 検 索 

 

福井県勝山市 

国史跡「白山
は く さ ん

平泉寺
へ い せ ん じ

旧境内」に学ぶ vol.4 

― ― 慈 恩 寺 イ ベ ン ト 情 報

（
左
・「
門
及
び
土
塀
」
航
空
写
真
、 

 
 

 
 

 
 

 

右
・
坊
院
区
画
） 

復
元
予
定
地
の
発
掘
調
査
の
様
子 

 

※写真 勝山市教育委員会 2014『史跡白山平泉寺旧境内総合整備報告書』より引用 


